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2026 年 6 月 4 日 

インターネット不要で来場者のスマートフォンに音声・字幕を配信 

ローカル型 音声・字幕システム「スマホでレシーバー」を発売 

～「Interop Tokyo 2026」の基調講演会場で採用、当社ブース出展 ～ 

 

ヤマハ株式会社（以下、当社）は、当社が開発する「SoundUD」※1 の技術を活用したローカル型 音声・字幕

システム「スマホでレシーバー」を 2026 年 6 月 11 日（木）に発売します。 

本システムは、6 月 10 日（水）から幕張メッセにて開催される「Interop Tokyo 2026」での基調講演でレシ

ーバーシステムに採用され、当社ブースで出展も予定しています。 

本システムでは、利用者のスマートフォンに、インターネット回線を介さずローカルネットワーク内で音声

および字幕を配信することができます。また、ローカル環境で動作する音声認識および自動翻訳機能も実装し

ており、国際会議や各種イベントにおけるアクセシビリティ向上やユニバーサルデザインの実現を支援しま

す。 

 

 

 
＊実際の仕様と異なる場合があります。 

 

＜開発の背景＞ 

国際会議などで同時通訳に使用される赤外線レシーバーや字幕表示機は、配布や回収、清掃、充電、管理な

ど、運用面での負担が課題となっています。また、スマートフォン向けのレシーバーサービスは、会場や通信

環境の影響を受けやすく、機密性の高い情報を扱う会議やイベントでは、利用の制限やクラウド利用が発生す

るなど、普及の障壁となっています。 

当社はこうした課題を踏まえ、利用者自身のスマートフォンを活用しながら、インターネット環境に依存せ

ず、ローカルネットワーク内で音声・字幕を配信できるレシーバーシステムを開発しました。さらに、多言語

対応の負担を軽減するため、ローカル環境で稼働する音声認識および自動翻訳機能も実装しており、日本語を

理解できない外国人や聴覚障がい者への情報提供をサポートします。 

 

 
  システム図 

本システムと PA 機器の接続の様子(送信側) スマホ、会場スクリーンへの配信の様子(受信側) 
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＜概要＞ 

•システム名称  ローカル型 音声・字幕システム「スマホでレシーバー」 

•開発元/発売元  ヤマハ株式会社 

•提供開始日  2026 年 6 月 11 日（木） 

•提供形態  セットトップボックス、またはソフトウェアによる提供 

•推奨スペック   

(配信側)配信用 PC 

対応 OS：Windows11、Intel 製 CPU、メインメモリ 32GB 以上、NVIDIA 製 GPU(GPU メモリ 8GB 以上) 

(受信側)レシーバー用スマートフォン 

対応 OS：iOS 25 以上、Android 15 以上、対応ブラウザ：Google Chrome、Safari 

•受信チャンネル数 音声 2、字幕 4(今後拡大予定) 

•対象言語  日本語、英語、中国語(簡体字、繁体字) 、韓国語(今後拡大予定) 

•利用シーン   会議（国際会議等）、セミナー、展示会、企業イベント、レジャー施設（テーマ 

パーク等） 

•価格   オープン価格  

 

＜特長＞ 

•インターネット環境不要 

ローカルネットワーク内で動作するため、通信環境に左右されにくく、安定したサービス提供が可能です。 
外部回線を使用しないため、高セキュリティで機密性の高い情報も安心して扱うことができます。 

•主催者の負荷軽減 

赤外線レシーバーなどの専用機材が不要となり、手配・管理・運用などの負荷を低減できます。 
本システムだけで音声と字幕の提供が可能なため、複数サービスの導入負担も抑えられます。 

•来場者のスマートフォン活用 

スマートフォンで二次元コードなどを読み取るだけで簡単に利用でき、専用アプリも不要です。 

来場者自身のスマートフォンを利用できるため、安全・衛生面、通信料負担への懸念も低減されます。 

•音声認識/自動翻訳によるユニバーサルデザイン対応 

通訳者の音声や速記者によるテキスト配信はもちろん、音声認識・自動翻訳機能も活用できます。 

英語は通訳者が対応し、その他の言語は自動翻訳にするなど、柔軟な運用が可能です。 

 

当社製の PA 機器に加え、ルーターや無線アクセスポイントなどのネットワーク機器と連携することで、安定し

たローカルネットワーク環境と受配信システムを一括で構築・提供できる点も特長です。ネットワーク機器か

らレシーバーシステムまでを一社で供給できるソリューションは、当社ならではの強みです。 

 

＜「Interop Tokyo 2026」開催概要＞ 

・会期 2026 年 6 月 10 日（水）～12 日（金） 展示 10:00～18:00（最終日のみ 17:00 終了） 

        基調講演 9:30～（初日のみ Opening 9:15 開始） 

・会場   幕張メッセ（国際展示場 展示ホール 3～8／国際会議場） 

・主催   Interop Tokyo 実行委員会 

・公式サイト https://www.interop.jp/ 

・当社出展ブース 4H13 

＊ローカル型 音声・字幕システム「スマホでレシーバー」は、国際会議場（2 会場）と Hall3 の計 3 会場での

基調講演に使用されます（字幕は日本語・英語で表示）。 

 

※１ SoundUD（Sound Universal Design） 

当社が開発・提唱する「SoundUD」は、「SoundUD コンソーシアム」において 370 以上の企業・団体と共通規格

化をしている「音のユニバーサルデザイン化」を実現するテクノロジーおよびサービスの総称です。 

公式サイト  https://soundud.com 

 

＊文中の商品名、社名等は各社の商標または登録商標です。 

＊掲載情報はすべて発表日現在のものです。発表日以降に変更となる可能性もありますので予めご了承ください。 

■ 報道関係の方のお問い合わせ先 

ヤマハ株式会社 コーポレート・コミュニケーション部  担当：矢幡 TEL. 050-3148-8660 

ウェブサイト： https://www.yamaha.com/ja/news_release/（取材申し込みや広報資料請求が可能です） 

■ 法人の方のお問い合わせ先 

ヤマハ株式会社 新規事業開発部 SoundUD 室 

お問い合わせウェブフォーム： https://inquiry.yamaha.com/contact/?act=30&lcl=ja_JP 

https://www.interop.jp/
https://soundud.com/
https://www.yamaha.com/ja/news_release/
https://inquiry.yamaha.com/contact/?act=30&lcl=ja_JP

